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白井第三小学校区まちづくり協議会 第１１回設立準備会 議事録 

書記：大野 彰  

 斉藤一夫 

日 時  令和２年１０月１１日（日） １４：００～１５：３０   

会 場  冨士センター大集会室、視聴覚室 

出席者  委員２９名（本間校長欠席）  

       自治会：森岡委員（自治連合会第三小学校区支部長、冨士西）、石田委員（栄区） 

古澤委員（南園区）、岩崎委員（冨士東）、阿部委員（オージーコートヴィレッジ） 

山崎委員（復四）、中谷委員（丸山）、藤田委員（ロジュマン） 

       支援チーム ６名   市民活動支援課 ３名 

司 会  市民活動支援課 保科係長  

      （前回のふりかえりと進捗報告の説明） 

      ・資料１「ワーキンググループの進め方」 

           本日は大集会室で 3 グループ、視聴覚室で 1 グループにわかれて「防災」 

           というテーマで意見交換を行って頂きます。 

           各グループの進行は各グループに配置した支援チーム員が行います。 

           グループ会議に必要な資料及び議事概要は、市民活動支援課で作成します。 

      ・本日の設立準備会についての担当者 

           防犯・交通安全グループ：   元田【進行】、保科 

           福祉・健康・子育て・青少年： 今井【進行】、齋藤 

           担い手・環境：          石田【進行】、安岡 

           地域交流・地域環境：     川上【進行】、紫尾 

           フリー： 岡田部長、松岡課長（写真撮影・各グループの見守り） 

      ・本日の大まかな流れ 

           17 時 15 分： 各グループに別れて会議のスタート 

                    ①今後のグループ会議日程調整（資料４を参照） 

                    ②「防災」分野について、評価項目ごとに個人評価の発表を行い、 

                      点数集計を行う。     

                    ③取り組み項目の優先順位、まちづくり計画に掲載する事業を決定 

                      する（資料２に記載）、また防災分野の目標（基本方針）につぃて 

                      皆さんで案を出し合って下さい。 

           18 時 45 分： 意見交換の途中であっても大集会室に再集合し、各グループリーダー 

                    が本日のワーキンググループでの話し合いについての感想を発表。 

           19 時    ： 準備会終了・会場の片付け。途中の場合 15 分以内を目安にきりのよい 

                    ところまで進める。 

           ※「防災」以外の個人評価シートをグループごとに回収し、次回に返却する。 

             資料３はこれまでの取り組み及び活動状況をまとめたものであり活用して頂きたい。 
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      ・各グループリーダーによる本日の感想発表 

       （１） 防犯・交通安全グループ：   橋本力 リーダー 

           本日は「防災」の中の重要性に一番の時間をかけた。特に順番としては人、組織、 

           マップ作製等の情報の得方、実質的な訓練をすることと、それを更に充実すること 

           の順で重要度を考えた。この重要度に沿って WITH コロナの場合はどうなのか、 

           平常時はどうなのかで議論を行った。考え方の基本としては人、組織、情報、訓練 

           をベースに考えていくこととなった。 

       （２） 地域交流・地域環境グループ： 岩崎巌 リーダー 

           自分達は 6 番目の防災組織の充実がよくわからず、防災組織を作ることが充実させる 

           ことなのか、いま一生懸命作っている防災連合との係りに相当な時間を割いた。今現在 

           まとまっていない。最後まで話し合ったのは防災組織・防災連合との係りを充実させて 

           いくのが先か、防災リーダーを育成していくのが先なのかについてまだ議論の途中。 

           最後に川上さんの意見を参考に、自分たちができることは何であるかということであり 

           それ以外はできない。そこを中心にこれからは考えていきたい。 

       （３） 担い手・環境： 大野彰 リーダー 

           各自治会のばらつき即ちごく少ない人数の自治会及び人数の多い自治会が混在し 

           ており、その中でどのように進めていけばよいかを考えながら順位付けを行った。 

           人数の少ない自治会では自己完結型を取るということで自分たちの安全は自分たちで 

           守らざるを得ず、何かがあっても時間がかかり出てこられないという意見があった。 

           そのような中でどのようにこのテーマを進めていけばよいかとなり、基本的には子どもを 

           つなげることで全体の防災意識を高めようということになった。即ち子どもがベースとなり 

           皆さんが防災を考え手をつなげていくことが必要である。そこから防災リーダーの育成 

           や組織の充実を話し合った。優先順位としては地域防災マップがベースとなり、人数の 

           少ないところも多いところもそこを出発点として進めていくことを中心に話し合った。 

       （４） 福祉・健康・子育て・青少年： 福岡正勝リーダー 

           得点の高い順から 3 項目に絞りこんだ。一番点数の高かったのが地域防災マップの 

           作成で、そこから組み立てていくと次に防災組織の充実に行きついた。防災組織が 

           充実すれば当然そこに防災リーダーの育成がかかわってくる。これらの 3 つで組立てて 

           いく状況になった。 

 

      司会： 本日は「防災」というテーマで 4 つのグループに別れ話し合いをしていただいた。 

           次回以降はそれぞれのグループですべて異なる分野での話し合いを行うことになる。 

           ただしそれぞれの分野だけではなく他の分野とリンクするところも充分ある。それを念頭に 

           本日のような形態で意見交換をおこなって頂きたい。 

           今後の各グループの部屋の予約については 10 月 13 日（火）以降に確認し各リーダーに 

           連絡を入れるようにする。 

           本日の集会は以上としますが、次に皆さん全体が集まれるのは早くても 2 月後半になると 

           思われる。それまでグループの話し合いは年内続けていただく。設立までの間途切れない
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ように続けていきたいので協力をお願いします。 

 

        福祉・健康・子育て・青少年： 福岡正勝リーダーより 

            本グループの内容は子育て及び青少年とかなり広いので、10 人全体で討議を 

            行うのは与えられた時間では完結しきれない。従って「子育て・青少年」の分野は 

            福岡リーダーが取りまとめを担当し、「福祉・健康」は阿部サブリーダーが 

            取りまとめを担当したいので了承をお願いしたい。討議は同じ日に行い、その後で 

            お互いがまとめるので完全に切れるわけではない。 

 

        司会： ワーキンググループとしてはこのままで、ワーキンググループ内に部会を作るような 

             感じになると理解し、皆さんの拍手で了承。 

 

以上 

 

  

 

 

 

      


